
 

 

教員には、５日間の「元気回復のための特休」（特別休暇）があります。取得可能期間は7月1日から9

月30日です。「1日」又は「半日」単位で取得が認められ、残った特休は分単位で使い切ることができま

す。 

 

さて、ここで問題です。「半日単位で、午前中のみで１０日間とることはできますか？」 

①できる  ②午前中のみでとることはできない  ③午前中のみでとれるが、１０日間はとれない   

答えは③です。その理由は以下のように勤務時間が関係しているからです。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※分会の勤務時間に基づいた早見表を作っておくと便利です → 

 

 

よって、特休は 5 日ですが、午前半日のみでは「９回」でもオーバーします、午後半日のみでは「１１

回」でも残りがでます。 

 

時間計算をしっかりして、特休の完全行使を！ 
 

石川県高等学校教職員組合作成 

特休５日完全行使の組み合わせ早見表 

Ａ午前半日 Ｂ午後半日 残り(使い切り) 

８回 ― 245分 

８回 １回 40分 

７回 ２回 95分 

６回 ３回 150分 

５回 ５回 ― 

４回 ６回 55分 

３回 ７回 110分 

２回 ８回 165分 

１回 10回 15分 

－ 11回 70分 

＝     ×１１回＋70分 

つまり 

のこり70分はそのまま特休で使いきるこ

とができます。 

＝     ×８回＋245分 

つまり 
のこり245分はそのまま特休で使いきるこ

とができます。 

 

A：午前半日 
4時間20分 

＝  

260分 

B：午後半日 
3時間25分 

＝  

205分 

×５日分 

＝38時間45分 

＝2325分 

1日の勤務時間 
7時間45分 

＝  

465分 

 

 

 

 

A：午前 
260分 

【午前半日と午後半日を組み合わせる場合】 

 ×４回      ＋     ×６回＋55分 

つまり 

午前半日を４回と午後半日６回、のこり55分を 

そのまま特休で使い切ることができます。 

B：午後 
205分 

（休憩45分） 

A：午前 
260分 

B：午後 
205分 

元気回復の 
特休５日間 

例えば、勤務時間が、 

Ａ：午前8:20～12:40（４時間20分）、B：午後13:25～16:５０（3時間25分）の学校の場合 
 

 

 

夏期特休をうまくつかってリフレッシュしよう！ 


